
























































農村 交流から協働へ』日本経済評論社 , 2011年 , pp. 58 - 73 , 参照 . 以下 , 交流の政策的位置づけ , 背景など
については本稿を参照 .
3 ） 「1992年から開始された日本のグリーン・ツーリズムは , 都市農村交流とも呼ばれ」, 「①農林漁業・農山
漁村（以下 , 農業・農村）の活性化 , ②豊かな自然・美しい景観・伝統的文化などの農業・農村の多面的
機能の保全 , ③都市住民における農のあるライフスタイルの普及 , という３つの目標を目指して , 推進」さ
れている . 宮崎猛編『日本とアジアの農業・農村とグリーン・ツーリズム 地域経営・体験重視・都市農村
交流』昭和堂 , 2006年 , p. 10 . 
4 ） 日本農業経営学会・農業経営学学術用語辞典編纂委員会編『農業経営学術用語辞典』農林統計協会 , 


































2002年９月に設置され , 規制緩和による条件整備を伴いながら国民的運動として推進されるとともに , 2005
年には「都市と農山漁村の共生・対流の一層の推進について（提言）」がとりまとめられている . 
6 ） U･I･J ターンともいう . 大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称で , U ターンは出身地に戻る形
態 , I ターンは出身地以外の地方へ移住する形態 , J ターンは出身地近くの地方都市に移住する形態である . 














（2014年公表、消費者モニター 987人を対象に実施、回収率87 .7 %､ 複数回答）に関するア
ンケート調査結果からそのことが伺い知れる 8 ）。それによると、「地域農産物の積極的な購入
等により農業・農村を応援したい（88 .2 %）」が約 9 割、次いで「グリーン・ツーリズム等、















8 ） 農林水産省『平成27年度 食料・農業・農村白書』2015年 , p. 179 . なお , このほかの項目は , 「援農ボラン
ティア等 , 農村に出向いて農業・農村を応援したい（17 .9％）」, 「農業はしないが , 農村に住みたい（7.1％）」, 
「（農村に移住することを含め）今後本格的に農業に参入したい（5.8％）」などであった . 
9 ） 「地域経営型グリーン・ツーリズム」とも呼ばれている . 前掲『日本とアジアの農業・農村とグリーン・
ツーリズム 地域経営・体験重視・都市農村交流』, p. 11 . このほか , 大江靖雄編著『都市農村交流の経済分
析』農林統計出版 , 2017年 , 参照 .
10） 農村の有する様々な資源（地域資源 , 自然的資源 , 文化的資源 , 農業的資源 , 人的資源）の活用によって , 
地域の再生・活性化に向けた取り組みが活発化しているが , それが都市・農村交流といわれるものである

































11） 前掲「都市・農村交流政策の展開と課題」『都市と農村 交流から協働へ』, p. 64 - 68 , 参照 . 
12） 農林省近畿農政局『近畿の観光農業』1973年 , 「序」, 参照 .
13） 『日本大百科全書』小学館 , 2003年 , 「自然休養村」の項による . 2002年現在自然休養村は全国で約500カ
所にのぼる .
14） 日本生活協同組合連合会『全国生協産直レポート 2009』2009年 , 参照 .








































































































17） 農林水産省『食料・農業・農村白書 平成30年版』2018年 , p. 193 . 原資料は , 総務省「平成29年度地域お
こし協力隊の定住状況等に係る調査結果」による .
18） 小田切徳美・広井良典・大江正章・藤山浩著『田園回帰がひらく未来 農山村再生の最前線』岩波ブック
レット No.950 , 2016年 , p. 2 .
19） 農林水産省『平成27年版 食料・農業・農村白書』2015年 , p. 5 . なお , 調査対象は1, 147人 , 農山漁村地
域への定住願望有無について , 「ある」との回答は全体（31 .6％）に比べ男性20歳代（47 .3％）で16ポイン
ト弱 , 男性60歳代（37 .8％）で６ポイント余りそれぞれ高い .






農作業体験 田んぼ・棚田 週末の田舎暮らし Ｕ・Ｉ・Jターン
子ども交流体験 農家民宿・民泊 滞在型市民農園 長期田舎暮らし 「田園回帰」











































21） 前掲『田園回帰がひらく未来 農山村再生の最前線』, p. 24 - 27 , 参照 .
22） 同上 . このほか , 藤山浩著『田園回帰１％戦略 地元に人と仕事を取り戻す（シリーズ田園回帰①）』農山
漁村文化協会 , 2015年 , 小田切徳美・橋口卓也編著『内発的農村発展論 理論と実践』農林統計出版 , 2018年 , 
参照 .





















・井上和衛著『都市農村交流ビジネス 現状と課題（暮らしのなかの食と農㉔）』筑波書房 , 2004年 . 
・宮崎猛編『日本とアジアの農業・農村とグリーン・ツーリズム　地域経営・体験重視・都市農村
交流』昭和堂 , 2006年 . 
・橋本卓爾・山田良治・藤田武弘・大西敏夫編著『都市と農村 交流から協働へ』日本経済評論社 , 
2011年 . 
・藤山浩著『田園回帰１％戦略　地元に人と仕事を取り戻す（シリーズ田園回帰①）』農山漁村文
化協会 , 2015年 . 
・小田切徳美・広井良典・大江正章・藤山浩著『田園回帰がひらく未来 農山村再生の最前線』岩波
ブックレット No. 950 , 2016年 . 
・大江靖雄編著『都市農村交流の経済分析』農林統計出版 , 2017年 . 
・小田切徳美・橋口卓也編著『内発的農村発展論 理論と実践』農林統計出版 , 2018年 .
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